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南アフリカ共和国における米国南部黒人学校の移植をめぐるポストコロニアル
研究のためのノート：「ソフトな帝国主義」の背景
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「ペン学校の学生1000人がいれば、我々はアフリカを変革することができる。」
チャールズ T. ロラム（南アフリカ共和国官吏）1
１　はじめに
1941年にヘンリー・ルースがLife誌上で「はじめてのすばらしいアメリカの世紀」（“the 
fi rst great American Century”）の到来を声高らかに宣言したことについて2、周知のように
帝国史研究やポストコロニアル研究の多くが様々に論じてきた。さらに1947年のFortune
誌上においてルースは、アメリカが世界における「資本主義と民主主義の宣教師」となっ
たことの根拠として、アメリカ系の合弁・多国籍企業アラムコが石油関連施設だけではな
く砂漠のなかに学校や水道設備を同時に建設したことに言及した。これを自身の論考で取
り上げた、朝鮮戦争研究の大家ブルース・カミングスのスタンスは、植民地（カミングス
は「第三世界」という表現を用い、より広い地域を念頭に置いている）における学校の設
立は「ソフトな帝国主義」であるということであろう3。それは、カミングスが、次段落
において、アメリカ「帝国」の拡張主義が「世界を“Coca-colonization”している［＊コカ・
コーラと植民地化をかけている］」というルースの表現にあらわされた楽観主義を批判す
るくだりにもあらわれている4。本研究が対象とするアメリカ合衆国（以下、米国）南部
と南アフリカ共和国（以下、南アフリカ）は勿論直接の植民－被植民の関係にはないが、
社会と人種主義が密接に結びついて構成される歴史を保持している点で共通している。パ
クス・ブリタニカからパクス・アメリカーナーへと大きく転換を遂げつつあった20世紀の
四半世紀経過ごろ、南アフリカにおける教育者を指揮した白人の官吏・研究者等は、自国
＊ 新潟県立大学国際地域学部（arakiw@unii.ac.jp）
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の黒人に対する教育政策を検討した際に、ヨーロッパではなく、米国の南部農村の黒人学
校に倣うよう、教育者に指示した。その中でも特に模範とされたのは、19世紀半ばに解放
奴隷（黒人）を対象生徒として、南部サウス・カロライナ州のシーアイランズに設立され
て以来 1世紀もの間学校運営を続けた、ペン学校である。
筆者はこれまで、このペン学校に関して様々な角度から論考を発表してきた。主題に
は、本学校が米国南部における公教育制度の確立において貢献したこと、黒人自己解放論
の具体的な事象であること、「他者」を形成した教育「実験」として捉えることができる
こと、黒人コミュニティ独自の人間形成のあり方を教師が発掘したこと、政府と現場教育
者間における被教育者の「福利」理解をめぐる齟齬がみられたこと、そして本学校教師に
よる人種・ジェンダーの政治が実践されたことなどがあげられる5。これらは、米国にお
ける南北戦争・再建期研究やマイノリティの教育史にとどまらず、フェミニズムの人種化
や、黒人女性教師のアイデンティティ形成における白人性の役割、文明／市民／アメリカ
化における教育の意味と、教育と政治の接合領域などに関して、具体的な学校や教師、生
徒コミュニティを具体相として実証的に明らかにするという独自の視点により、微力なが
らも米国に関する社会史研究への貢献を試みてきた。
しかしながら、近年注目されている「世界史運動」といえるより広い、脱一国中心主義
史観から照射してみれば、上述した研究内容には、そもそもの枠組みの設定という点にお
いて制限があった。よって、今後これまでの研究成果をふまえ、新たにペン学校がアメリ
カ国外においてどのように注目されたのか、その背景と意味を考察していく必要がある。
国外からの客人として、スコットランドや英領の西インド諸島、南アフリカから官吏や教
育者、研究者がペン学校を熱心に賞賛した。特に南アフリカの教育関係者は、上で述べた
ようにペン学校をモデルとして頻繁に参照し、代表的な教育者複数を長期にわたってペン
学校に滞在させて、その教育を南アフリカに移植させようとした。この「移植」にはどの
ような背景、意図、思惑が存在したのであろうか。はたして米国黒人教育のトランスナ
ショナルな「移植」は、「ソフトな帝国主義」であるのか─今後ポストコロニアル的視
点を用いた社会史研究としてこれらの問いを考察するために、本研究ノートでは事前整理
として、まず先行研究のうち主要なものを取りあげ、その上で背景を概観する。
２　文明化と人種的他者
ノールベルト・エリアスは古典『文明化の過程』において六段階の文明化の過程を提示
しており、五段階目に、「文明化のアンチテーゼとして野蛮を定義する」ことをあげた。
エリアスによれば、文明化の過程として西洋社会は「文明化」と「未開」の境界線を常に
引き続け、その違いを強調してきた。西洋社会における権力側は他者が自らの援助を必要
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としていると信じることにより、自らより劣勢な「他者」を創造・想像してきた。他者に
よる援助の求めは「優勢な我々」による支配を正当化するので、このような自らと他者の
明確な優劣を示す関係性は、社会の進歩を信じ続ける社会にとって不可避のものと捉えら
れてきた6。
米国において再建期以後に展開された黒人教育もこのような文脈で捉えることができる
であろう。黒人教育はジェンダーと人種の接合領域において展開された政治的試みであ
り、黒人の学校教育は、南北両方のセクションの白人男性の男性性を保障する範囲内にお
いて許容された、家父長構造を補強する再生産システムの一部という側面が存在した。例
えばルイズ M. ニューマンによる鮮やかなブッカー T. ワシントン研究は、南北戦争後の南
部における黒人の教育事業が形作られるなかにおけるジェンダーの形状に光をあてた。ワ
シントンは、「貧しくて読み書きのできない奴隷［という身分］から、タスキギー［学院］
の影響力甚大な家父長」として自身を成功者へと持ち上げる（uplifting himself）ことがで
きたが、それは教育を通して自身の目的を達成するために、文明化の要件と男性性・女性
性の言説を結びつけることにより、黒人全体の文明化の可能性と進歩を証明する必要があ
ることを十分に理解していたからであった。ニューマンは、ワシントンの人種関係に関す
る公的な主張における保守性を批判する従来の論調に対して、リンチが蔓延する南部社会
においてワシントンの戦略は、彼個人の命だけではなく多くの黒人の命と生活を守るため
のものであったという意味で「保守性」を再評価すべきであるという研究を引用し、さら
に、ワシントンがそのような複雑に絡み合う人種・ジェンダーによるヘゲモニーの言説を
巧みに、且つ慎重に利用し、そのような構図からはみ出すことなく「適切に」振る舞った
からこそ、彼が白人指導者等によって、タスキギーの「家父長」の地位を授与されたとい
う点を強調した7。
南北戦争とほぼ同時に始まった、南部における北部の再建事業の一つである解放民教育
において教師職に多くの北部出身白人女性が就いたことは周知の通りであるが、米国に限
らず、帝国が拡張する際に植民地のフロントライン（境界領域）において、多くの女性が
教師／宣教師として派遣されたことをジェンダー史として取り上げた優れた研究が存在す
る。そのなかでも古典として数々の研究が参照されるマーガレット・ストロベルは、「優
れた人種」に属する「劣った性」として（the “inferior sex” within the “superior race”）として、
白人女性は植民地の原住民を「文明化」するという使命をはたすために教育・支援活動に
積極的に携わることで、人種とジェンダーの複雑な政治力学のなかで自らの立場を有利に
はたらかせ巧みに運動を展開したことを指摘している8。
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３　女性による教育・宣教活動とソフトな帝国主義
産業革命後の領域分離によって創出された「真の女性らしさ」イデオロギーを利用した
このような女性たちによる教育・支援活動は、一部の女性たちに狭義の「家庭」を出て、
就職し、社会進出する機会を与えた。そしてそのような経験は、スーザン K. ケントによ
るメルクマール的研究が明らかにしたように、時にエリートの白人男性市民が牛耳る政治
的舞台への女性たちの参入へとつながることもあった9。しかし、女性たちの教育・宣教
活動は、植民地において出身国の国家という広義の「家庭」（home）を支える国家事業へ
の愛国的な「献身」行為であるために奨励されたのである。ここで、「真の女性らしさ」
イデオロギーの 4つの特性のうち、そのなかに「家庭性」（domesticity）と「従順・献身」
（submissiveness）が存在することを念のため指摘しておく10。
先に述べた白人女性の宣教活動と帝国主義の関係史におけるパイオニア研究者であるス
トロベルは、女性教師たちは、「先住民や植民地の抑圧の最悪な徴
しるし
」（“the worst 
manifestations of indigenous and colonial oppression”）であると論じている。女性教師の存在
は、植民地における被植民者の搾取という許されざる犯罪行為を正当化する手助けをした
からである11。さらに、彼女たちの存在は、「帝国の権力を『母なる国家』と位置付ける
ことによって、結果として被植民地を未発達の未熟な子ども」と措定しようとする帝国の
「欲望」を、覆い隠す共犯行為にもつながった。西洋からの教育者、民俗誌家、スポーク
スパーソンとして、彼女たちは人種とジェンダーの占有行為（appropriation）において重
要な役割を担ったといえる。
しかしながら、ここでとりざたされるべきは、白人女性教師の存在だけではないであろ
う。教育現場における教授内容自体が過度に人種化、そしてジェンダー化されていた点に
ついても今後、同時に考察していく必要がある。
４　南アフリカにおける西洋教育と米国黒人教育の受け入れ
ここで本題の南アフリカにおける米国黒人教育の「移植」について、その背景を概観し
てみよう。先行研究によると、19世紀終わりから20世紀のはじめにかけて、多くの南アフ
リカの人々が他の東・中央アフリカ社会同様に、西洋教育を積極的に取り入れようとし
た。その動機として、南アフリカ人が植民地支配に抗するために、教育内容と学校経営の
両面において、自ら支配権を獲得することにメリットがあると認識したことが指摘されて
いる。（本稿では十分に扱うことができないが、ここで、被植民者側のアフリカ人社会内
部も多層であることをことわらなくてはならない。つまり、被植民者といっても当然なが
ら一枚岩ではなく、脱植民地化を自国内の他者を劣位に配置するのと同時に行い、それに
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より多大な利益を得るエリート層が存在した。本稿対象時期はアパルトヘイト政策がはじ
まる以前であるが、この時点で白人のアフリカーナーと混血のカラードやインド系、そし
てアフリカ原住民の間での教育面での分化がはじまっていたといえるであろう。）
南アフリカ諸国における西洋教育の導入の過程は 3段階ある。まず、宣教活動の一環と
して学校（教会学校）が支援され、次に非宗教的な学校が植民地政府によってみとめられ、
最後に地域住民による学校独立運動へと発展する、という流れが存在した12。似たような
学校教育の展開はケニアにおいてもみられた13。
さらに特に米国南部の黒人教育が南アフリカにおいてアフリカ原住民（African Native-
教育官吏のチャールズ T. ロラムによる呼称）の教育モデルとして参照された理由として、
3点が指摘されている。第一に、黒人には白人とは違う特別な教育のニーズがあるであろ
うと想定された。第二に、「命／生活／人生のための教育」（“education for life”）というス
ローガンのもとに展開された黒人学校がモデルとみなされた14。そして第三に、米国南部
における白人間と黒人間で人種の隔離がなされた二重の教育システム構造が、南アフリカ
においても適用させるのにふさわしいと判断された15。
具体的には、1918年にケープ州の教育長官が「非ヨーロッパ的な学校」がアフリカ人の
ニーズに適合していると主張し、翌年には同州の原住民教育に関する委員会（the Cape 
Provincial Commission on Native Education）がアフリカ原住民の教育カリキュラムが学問的
に高度であることを強く批判した16。同様のことは、20世紀転換期の米国南部黒人教育の
現場においても行われていた。
19世紀半ばに開始された最初期の南部解放民学校における教育内容は学校支援者である
北部中産階級の価値観を色濃く反映しており、文字の読み書きや算数等基本的な学習後に
教養科目の学習が取り入れられていた。南アフリカに関する教育・歴史研究者であるハン
ト・ディヴィスによれば、アメリカ、アフリカ両地域における最初期の黒人教育において
は、白人生徒と差別化する必要性はあまり認識されておらず、人種による教育は未分化で
あった17。むしろ、黒人は白人の教育を模倣しようとしていたといえる。人種による教育
の差の必要性は、20世紀初頭以降に優生学が発達するにつれて強く認識されていったとい
える。ペン学校は特に、他の解放民学校と比較するとリベラル／ラディカルな奴隷制廃止
主義者等や（植民地期から反奴隷制を公的に主張し、また黒人や女子教育のパイオニアと
しての歴史を持つ）クェーカー派の解放民救助協会が中心となって学校を支えたこともあ
り、その教授内容は歴史、生理学、地理、文学、音楽、演劇、文法、作文、政治経済など
多岐にわたっていた。
しかしながら、代表的な南部黒人学校として名高いハンプトン校から新たに女性教師 2
名を校長・副校長としてむかえる20世紀初頭には、職能教育・実学に傾倒したカリキュラ
ムを取り入れた学校へと大きな転換を遂げるのである。南アフリカの教育官吏・研究者が
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注目したペン学校のカリキュラムとは、まさにこの教育方針・学校運営の転換後のもので
あった。
５　フェルプス・ストークス基金とペン学校への注目
実際に南アフリカ地域から米国の黒人学校への調査や視察が急増するのは、1920-30年
代である。宣教師を派遣する教会の活動に加え、1911年にはフェルプス・ストークス基金
という国際的な教育支援組織が米国において設立され、アフリカと米国の社会・経済面の
発展のための文化面の交流活動がさかんに行われるようになった。同様の組織の活動で有
名なものにはジーンズ基金によるジーンズ教師育成プログラムがあり、米国南部の地方や
アフリカ諸国に多数の教師を派遣した。さらに、この組織は南アフリカ地域から数百人も
の若い学生を米国に招待して無償で大学教育を提供した。
1920-21年と1924年にフェルプス・ストークス基金アフリカ教育委員会による 2回のア
フリカ諸国の視察に基づいて、トーマス・ジェシー・ジョーンズが報告書をまとめ18、こ
の頃からアフリカ諸国の教育関係者に南部の黒人学校を視察し、教育プログラムを勉強さ
せるツアーの経費を援助するようになった。
先行研究において、両戦間期のアフリカにおける教育において重要な役割を担った 3人
として、チャールズ・ロラム、J. H. オールドハム（国際宣教協議会 the International 
Missionary Council）、そしてトーマス・ジェシー・ジョーンズがあげられているが19、この
うちの 2名のロラムとジョーンズが、本研究が着目しているペン学校をアフリカの教育の
モデルと位置付けた。特に、ペン学校は他の南部の黒人学校と違って、田舎に設立された
理想的な黒人学校であると認識され、農業従事者を育成するプログラムが注目された。こ
の時期、実際にペン学校校長は「よりよい農場、健康、家庭を確保する」（“to secure better 
farms, better health, and better homes”）ことを教育目標に掲げており、このようなスローガ
ンも南アフリカの教育官吏・研究者であるロラムにとって魅力的に映ったに違いない20。
また、ペン学校校長のローザ・クーリーによる著作Home of Freeは南アフリカの教育者の
間で広く読まれており、さらに1915-16年のペン学校長による報告書によれば当時までに
アフリカから86名の宣教師と政府官吏がペン学校を視察していた21。
６　むすびにかえて
冒頭のエピグラフの言葉は、南アフリカの教育官吏であり、フェルプス・ストークス基
金アフリカ教育委員会の委員であり、後に渡米し、生涯イェール大学で教育学の教鞭を
とったチャールズ・ロラムが、1926年10月13-14日にペン学校を訪問した際に記した言葉
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である22。彼はペン学校が気に入り、実際に南アフリカの黒人女性教師を長期ペン学校に
滞在させて、その教育方法を学ばせようとした。ところが、詳細については今後の研究に
おいて明らかにする予定であるが、この 2名のアフリカ原住民の女性教師はペン学校の教
育内容をロラムのように南アフリカの現地アフリカ人に対するものとして望ましいとは考
えなかったようである。おそらく現場の教師等は、国の教育官吏が「地方や地域性重視」
を掲げた教育内容推進の背景には、中央国家や植民側などマジョリティによる人種主義や
農村などの人口過疎地域に対する差別意識が潜んでいることを感じとっていたようであ
る。よって、今後は、表向きには、理想的、民主主義的、万民解放的であると謳われる教
育（政策）が、複数の（国家を含む多様な）権力間関係や、教育政策者・現場教師・生徒
コミュニティ間の互いに対する複雑な人種・ジェンダー・階級意識やその政治など絡み
合った多様な背景の産物であるという点に着目して、このテーマを考察していかなければ
ならない。その際にはポストコロニアル研究や社会的弱者の存在の不可視性を徹底して追
究してきたサバルタン研究の手法や、蓄積の多い帝国主義研究、そして一般の声を丁寧に
記録・検証してきた民俗誌研究からも多くを学ぶ必要がある。さらに、「隠れたカリキュ
ラム」論など社会構造が教育に与えたインパクトに関する分析に加え、既存の教育の社会
史研究が提示してきた「人間形成」や「学習」といったフォーマルな学校教育をこえた多
様な領域において、人々がよりよい「生」のために支え合い、学び合う試みについても同
時に検証する。本稿ははじめに教育をソフトな帝国主義の一形態と捉えることについて言
及したが、植民地における教育活動をジェンダーの視点から考察した研究史からも学び、
現場の教師・宣教師、生徒コミュニティ、そして帝国化する植民地側が用いたレトリック
を内在的に分析することにより本研究の目標に接近することができるのではないかと考え
ている。
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